
~ 
NOC技術ノート No.269 

加硫活性剤ノ ックマスター EGS (2) 

前回 (No.268)において，加硫活性剤ノックマスター

EGSは，特にホワイトカーボン配合ゴム(SBR配合例）

に対して有効に作用し加硫速度を速め，かつ引張応力

の大きい加硫物が得られることを紹介した．

一般にけい酸塩系充てん剤（ホワイトカーボン，クレ

ー，タルクなど）は，加硫促進剤を吸着する性質がある

ので加硫反応が妨害され，加硫速度の遅れ，架橋密度の

低下など好ましくない現象が生じる．そのため，特にけ

い酸塩系充てん剤を使用する場合には，活性剤と呼ばれ

ているグリコール類あるいはアルコールアミン類などを

添加し，加硫反応を活性化させる方法が一般的に行われ

ている．

SBRーホワイトカーボン配合系にノックマスター EGS,

DEG(ジエチレングリコール）， TEA(トリエタノールア

ミン）を添加した場合の活性効果（スコーチタイム，加硫

速度）を囮 1に示す．ノックマスター EGSの活性効果

ムーニースコーチ 135℃ モンサント ODR, 150℃ 

は， DEGよりも大きく， TEAと同程度の効果を示すこ

とがわかる．
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配合） SBR (JSR 1502) 100, 酸化亜鉛 5' ステアリ

ン酸 I, ニップシール VN3, 白艶華 050, 

酸化チタン10,硫黄 2' ノクセラーDMI. 5, 

活性剤

今回は，更にノックマスター EGSの加硫活性効果に

ついて， EPDMーカーボンプラック配合系で実験を行っ

たので紹介する．

EPDMは，通常加硫速度を速めるため，また加硫物の

ブルームをおさえるために，数種類の加硫促進剤を併用

している場合が多い．ノックマスター EGSを更に併用

することにより， EPDMの加硫速度を速めることがで

き，加硫物のブルーム性は認められない．ノックマスタ

- EGSは， EPDMーけい酸塩系充てん剤配合系に対し

て，加硫活性効果は特に有効であるが， EPDMーカーボ

ンプラック配合系に対しても加硫活性効果を持つことが

わかる．

~
 

実 験

配合

EPDM(三井3070)

ステアリン酸

酸化亜鉛

FEFブラック

パラフィン系油(Sunpar2280) 

硫 黄

ノクセラー CZ

ノクセラー TT

ノクセラー BZ

試料（加硫活性剤）
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別記

2. ムーニースコーチ試験

JIS K 6300に準処， ML_1(125℃)

--試料 ()phr - -

I. ノックマスター EGS(1) 

2. 11 (2) 

3. ジエチレングリコール(2)

4. トリエタノールアミン(2)

5, 国内市販活性剤 (2) 

6. 外国市販活性剤 (2) 

7. ノクセラーD (2) 

8. 無添加

1. t△ 30 

30 9'05" 2'30" 

29 8'00" 2'15" 

30 7'20" 2'50" 

32 4'50" I'55" 

29 7'20" 2'00" 

31 9'00" 3'05" 

33 6'10" 2'40" 

30 12'05" 3'40" 
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紹 介 日本ゴム協会誌

3' レオメータ試験 モンサント ODR 5. 引張試験

160℃，振幅角 Io,振動数 100cpm JIS K 6301-'75に準処， 160℃プレス加硫

試＼斜＼()一、p～h～ r~ 
ML M11F 扇() ＼phr ＼ 加Fdlr10-し時) 乃 En 加。 N/200 

Hs 
t' dlO) l I c(90) [MPa] [%] [JIS A] [N,m] [MPa] 

I. EGS (1) 0. 29 3.0 2'33" 7'0011 I. EGS (1) 10 12.4 300 4. 9 9. I 71 

2. ” (2) 0.29 3,0 2'18" 613011 20 12.5 280 5. I 9.6 72 
3, DEG*1 (2) 0.30 3. I 211511 7'45" 2. ” (2) 10 12.4 320 4. 7 8.8 72 
4. TEA*2 (2) 0,31 2.9 I'3311 910011 

20 12. 9 300 5. I 9.5 72 
5. 国内品 (2) 0.30 3,0 2'12" 613011 

6. 外国品 (2) 0.32 3. I 2'39" 7'45" 
3. DEG (2) 10 12.9 300 5.3 9. 7 72 

7, D 12) 0.34 3. I 114811 813011 20 12.9 260 5.6 10. 7 71 

8. 無添加 0.37 3. I 3'00" 9'00" 4. TEA (2) 10 12.0 340 4.4 8.3 70 

*1ジエチレングリコール *'トリエタノールアミン
20 11. 5 280 4.6 8.5 70 

5, 国内品(2) 10 12. 3 330 4.6 8.6 71 

20 12.5 310 4. 7 8.8 72 

6. 外国品(2) 10 12. 6 290 5. 3 9.5 72 

20 12.5 250 5. 7 10.6 72 

7, D (2) 10 12.2 320 4.8 8.9 73 

20 12.8 310 5.2 9.4 76 

I 1.Si 
）;/麿いf/----5;-・ ,.c.""''' 4. TEA(2 EGS(2) 8. 無添加 10 12. 7 300 5.2 9.4 73 

¥ ,J:J_Q_(7¥ 20 12. 9 260 5.6 10.6 73 
ヽ

Cヽ

全
_L I 

6. 熱老化試験

゜力o11時間 (min) も JIS K 6301-'75に準拠，プレス加硫物160℃x

図 2 レオメータ加硫曲線，モンサントODR,160℃ 20分， 120℃ギアー老化試験機

4. 耐スコーチ性試験 試-------------料( )・ ph•. rヽ~ 老間化(h時) 
Tn 恥 NI100 翡t
変化率［％］

〔評価方法〕 I. EGS (1) 48 + s -35 +so +5 
未加硫ゴムをギアーオーブン中で 100℃xso分 96 + 7 -40 +68 +7 

間熱処理した後， レオメータ加硫試験機で最小 2. ” (2) 48 - I -36 +43 +s 

トルク値 (ML')を測定した． 96 + 7 -41 +63 +5 

トルク上昇率が小さいほど耐スコーチ性良好と 3. DEG (2) 48 + 5 -33 +48 +7 

判断した． 96 + 8 -37 +62 +8 

4, 48 +17 -23 +49 +7 

試＼料＼()phr ＼ 熱[N悶・m！前] 
熱処M理L'後

上ト［昇ル％率］ク＊ 

TEA (2) 

96 +16 -33 +62 +B 
[N・m]

5. 国内品(2) 48 + 6 -33 +46 +s 
I. EGS (1) 0.29 0.35 6 96 + 3 -38 +65 +6 
2. ” (2) 0.29 0.39 10 

6. 外国品(2) 48 + 7 -32 +43 +s 
3. DEG (2) 0.30 0,51 21 

96 - 7 -46 +56 +6 
4. TEA (2) 0.31 I. 96 165 
5. 国内品(2) 0.30 0.47 17 7. D (2) 48 + 6 -32 +45 +2 

6. 外国品(2) 0.32 0.36 4 96 + 7 -41 +58 +2 

7. D (2) 0.34 0.65 31 8. 無添加 48 + 6 -33 +53 +4 
8. 無添加 0.37 0.33 -4 96 + 5 -42 +67 +5 

* (ML-ML')/MLx 100% 
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